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ＭＳ３２８-１０００１/２ 
マッドフラップ 

取付・取扱要領書 

この度はＴＲＤ マッドフラップをお買い上げいただきありがとうございます。 

本書には本商品の取り付け・取り扱いについての要領と注意事項を記載しております。 

取り付け前に必ずお読みのうえ、正しい取り付け・取り扱いを実施してください。 

なお、本書の取り扱い上のご注意(ご使用になるお客様へ)は必ずお客様にお渡しください。 

● 本商品は未登録車への取り付けはできません。必ず車両登録後に行ってください。 

■ 品番・適合車種 

品番 色 適合 年式 備考 

MS328-10001 ブラック 
Ｃ－ＨＲ 

 
１６．１２～ 

MS328-10002 レッド  

■ 構成部品 
以下、MS328-10001/2 構成部品 

・本商品とＴＲＤエアロパーツとの同時装着の際は、他のエアロパーツ取り付け後に本商品を取り付けてくださ

№ 品 名 個数 備 考 

① フロントマッドフラップ ＲＨ/ＬＨ 各１  

② リヤマッドフラップ ＲＨ/ＬＨ 各１  

③ ブラケットＡ ２ Ｌ＝１９９ 

④ ブラケットＢ ２ Ｌ＝１７２ 

⑤ リベット ８  

⑥ グロメット ８  

⑦ スペーサー ２ ※1 

⑧ クリップ ２  

⑨ タッピングスクリューＡ ２ Ｍ６×２５ フロントマッドフラップ用 

⑩ タッピングスクリューＢ ８ Ｍ６×２０ リヤマッドフラップ用 

⑪ 型紙 ＲＨ/ＬＨ 各１  

⑫ 穴あけ用シール ＲＨ/ＬＨ １ リヤバンパー下部穴あけ用 

⑬ 取付要領書 １ 本書 
※1 構成部品スペーサー⑦は、ＴＲＤオーバーフェンダー(別売ＭＳ３１５－１０００１)との同時装着の場合は使用しません。 

＊確認・本商品が到着後、すぐに本体に破損がないこと、付属品が全てそろっていることを確認してください。 

■ 構成部品図 
① ② ③ 

④ 

⑤ 

⑩ 

⑪ ⑫ 

⑥ ⑦※1 ⑧ ⑨ 

⑬ 



 

№1610-T1472002 2/8 

１．表紙、品番・適合車種、構成部品、構成部品図・・・・・・・・・・・・・・・・１ 

２．取り付け上のご注意(取付作業者の方へ)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２ 

３．目次、取り付けに必要な工具・保護具・消耗品、取付構成図・・・・・・・・・・２ 

４．取付準備・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３ 

５．取付要領・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・５～７ 

６．取り付け完了後の点検・注意事項・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・７ 

■ 目次 

・ドリル、キリ(3.0㎜、4.5㎜、10.0㎜)、ホールソー(14.0㎜)、リベッター、ヤスリ、ケガキ針、 

ガムテープなど 

・保護メガネ・軍手・保護シート・保護テープ・マスキングテープ 

■ 取り付けに必要な工具・保護具・消耗品 

■ 取付構成図 
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2.図2のように、インナーカバー裏面のリブ形状に

合わせて型紙⑪をはめ込む。【左右各６箇所】 

 

図2 インナーカバー裏面視 

A B E 

C D F 

型紙⑪ＲＨ 

□ 取付準備 
※本取付・取扱要領書は、主にＲＨを示して 

 おります、ＬＨも同様に行ってください。 

 

1.図1のようにリヤインナーカバーを該当車両の

修理書に従い取り外す。 

 

：取外した車両部品は再使用しますので、

無くさないよう保管してください。 

図1 右リヤホイールハウス付近図 

インナーカバーを取り外す 
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7.図5のように、リベット⑤を使用してインナーカバー

にブラケットＡ③を取り付ける。【左右各２箇所】 

 
8.図5のように、リベット⑤を使用してインナーカバー

にブラケットＢ④を取り付ける。【左右各２箇所】 

 

：ブラケットＡ③、Ｂ④の長さに注意して

ください。 

図5 

ブラケットＡ③ 

ブラケットＢ④ 

3.図3のように、型紙穴の中心にケガキ針などを使用

しマーキングする。 

 

4.図3のように、ドリル先端にガムテープを巻きつ

けストッパーをつくり、⌀3.0のドリルを使用

し、マーキング位置に下穴をあける。 

【左右各６箇所】 

 

：穴あけ加工時、ドリルは穴あけ面に対

して垂直にし、マーキング位置からズ

レないように注意してください。 

 

：作業時は保護メガネを着用してください。 

図3 

C 
4.5 

㎜ 

4.5㎜ 

A 

D 

4.5㎜ 

4.5㎜ 

B 

Rh Rh 

Rh Rh 

図4 

ドリル 

Ａ～Ｄ本穴⌀4.5 

ホールソー 

Ｅ・Ｆ本穴⌀14.0 

ドリル 

ガムテープ 

10㎜ 

ケガキ針 

F 
 

14.0 
㎜ 

14.0 
㎜ 

E 

Rh 

Rh 

5.図4のように、下穴をあけたＡ～Ｄを⌀4.5のドリル

を使用し本穴をあけ、型紙とバリを取り除く。 

【左右各４箇所】 

 

6.図4のように、下穴をあけたＥ・Ｆを⌀14.0のホール

ソーを使用し本穴をあけ、型紙とバリを取り除く。 

【左右各２箇所】 

 

    ：バリを取り除く際は穴径が大きくなら 

     ないよう注意してください。 

リベット⑤ 

ドリル 

下穴⌀3.0 

 

ﾎｰﾙｿｰ 
⌀14.0 

ﾄﾞﾘﾙ 
⌀4.5 
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図6 

グロメット⑥ 

9.図6のように、インナーカバーに取り付けたブラ

ケットＡ・Ｂの角穴にグロメット⑥を取り付ける。 

【左右各４箇所】 

 

：図のように、グロメットの爪がインナーカバー

を超えていることを確認してください。 

 

10.該当車両の修理書に従い、インナーカバーを車両へ

取り付ける。 

 

グロメット⑥の爪が超えて 

いることを確認する 

←ブラケットAまたはB 

←インナーカバー 

差し込む * 取付断面図 * 

□ 取付要領 
※本取付・取扱要領書は、主にＲＨを示して 

 おります、ＬＨも同様に行ってください。 

 
 

1.図9のように、フロントホイールハウス部の車両

タッピングスクリューを取り外す。 
 

：取り外した車両部品は再使用しますの

で、無くさないよう保管してください。 

フロントマッドフラップの取り付け 図7 右フロントホイールハウス付近図 
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2.図10のように、フロントマッドフラップＲＨ①

の上側取り付け部をスペーサー⑦を介してタッ

ピングスクリューＡ⑨を使用し、取り付けて仮

締めする。        【左右各１箇所】 

 

3.図10のように、フロントマッドフラップＲＨ①

の下側を前工程で取外した車両タッピングス

クリューを使用し、取り付けて仮締めする。 

【左右各２箇所】 

4.仮締めしたフロントマッドフラップＲＨ①の

位置に傾きなど無いことを確認して、タッピ

ングスクリュー３本を本締めする。 

【左右各３箇所】 

 

：スペーサー⑦はオーバーフェンダーと

同時装着する場合には使用しません。 

 

：車両から取外したタッピングスク

リュー左右１本は再使用しません。 

スペーサー⑦ 

フロントマッドフラップＲH① 

タッピングスクリューＡ⑨ 

（Ｍ６×Ｌ２５) 

図8 右フロントホイールハウス付近図 

車両タッピングスクリュー 

再使用 

リヤマッドフラップの取り付け 図9 右リヤバンパー後方下面図 

6.図10のように、ドリル先端にガムテープを巻きつ

けストッパーをつくり、⌀3.0のドリルを使用しマー

キング位置に下穴をあける。 

【左右各１箇所】 

 

7.下穴を基準に⌀10.0のドリルで本穴をあけ、穴あけ

用シールをはがしヤスリなどでバリを取り除く。 

【左右各１箇所】 

 

    ：バリを取り除く際は穴径が大きくなら 

ないよう注意してください。 

図10 

ドリル 

下穴⌀3.0 

本穴⌀10.0 

ドリル 

ガムテープ 

10㎜ 

穴あけ用シールRH⑫ 

5.図9のように、リヤバンパー下部の形状に合わ

せて穴あけ用シール⑫を貼付け、ケガキ針など

で穴位置をマーキングする。 

【左右各1箇所】 
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ストラップブラケットの 

取り付け向きに注意！ 

クリップ⑧ 

□ 取り付け完了後の点検・注意事項 

・製品全体がタッピングスクリュー・クリップにて車両に確実に取り付けられていることを点検する。 

・製品及び車両各部に緩みやガタ、干渉など無いことを点検する。 

・取り付け後、試走を行い、異音やガタつき、干渉などが無いことを確認する。 

10.図12のように、クリップ⑧を使用して取り付け準

備工程であけたø10.0の穴にストラップブラ

ケットを取り付ける。 

 

：図のように、ストラップブラケットの

向きに注意して取り付けてください。 

図12 右リヤバンパー後方下面図 

8.図11のように、リヤマッドフラップＲＨ②をタッ

ピングスクリューＢ⑩を使用し、取り付けて仮締

めする。 

     【左右各４箇所】 

 

9.仮締めしたリヤマッドフラップＲＨ②の位置に

傾きなど無いことを確認して、タッピングスク

リュー４本を本締めする。 

【左右各４箇所】 

リヤマッドフラップRH② 

図11 右リヤホイールハウス付近図 

タッピングスクリューＢ⑩ 

（Ｍ６×Ｌ２０) 

リヤマッドフラップＲH② 

REAR 
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お客様用お客様用お客様用お客様用    

 

 

 
 

この度はＴＲＤマッドフラップをお買い上げいただき、ありがとうございました。 

ご使用前に必ずこの取扱書をお読みいただき、記載された内容に従って正しくご使用ください。 

本書は紛失しないよう車の中に保管してください。 

なお、本品を他のお客様にお譲りになるときは必ず本書も合わせてお渡しください。 

 

 

■ 取扱い上のご注意取扱い上のご注意取扱い上のご注意取扱い上のご注意    

    

安全にお使いいただくために安全にお使いいただくために安全にお使いいただくために安全にお使いいただくために    

    

フラップ式（跳ね上げ式）のコインパーキングなどにお車を駐車する際は、駐車場のフラップ板が 

本製品に干渉しないか十分に確認してください。部品が損傷する恐れがあります。 

 

クルマの乗り降りや保管場所などで、製品に無理なチカラや荷重がかからないように注意してください。 

本製品の剥がれや浮き・破損の原因になる場合があります。 

 

本製品を装着後に衝突や強い衝撃を受けた場合、取付け部分や本体に変形・破損・故障が生じる場合が 

ありますので、直ちに使用を中止して、トヨタの販売店か自動車整備工場にて点検を受けてください。 

 

□ 本製品は路面とのクリアランスが狭くなり、縁石などの段差やスロープ・悪路・不整地等の路面との 

干渉が起こりやすくなります。また積雪時にラッセルしたまま走行したり、凍結(着氷)状態で使用した 

場合、破損したり脱落する恐れがあります。あらかじめご了承ください。 

 

本製品の装着によりガレージジャッキが指定の位置で使えなくなる場合があります。 

あらかじめご了承ください。 

 

本商品の装着後は、長距離・悪路走行後や定期的に(月に 1 度程度)取付け部に緩みや破損等が無いか 

点検を行ってください。 

取付け部に緩みや破損等がある状態のままご使用になられますと脱落等の恐れがあり、大変危険です。 

 

本商品に、油脂類（ﾌﾞﾚｰｷﾌﾙｰﾄﾞ･ENG ｵｲﾙ･ｸﾞﾘｰｽ・ｶﾞｿﾘﾝ･軽油等）や、有機溶剤・薬品（ｼﾝﾅｰ･ﾊﾞｯﾃﾘ液･ 

ｱﾙｺｰﾙ・凍結防止剤等）が付着すると、変色やシミ・材質変化等の原因となりますのでご注意ください。 

付着してしまった場合は、すみやかに中性洗剤等を使用し清掃して、よく洗い流してください。 

 

□ 本商品は装着されてから 1 年の保証を実施いたします。ただし、その期間内でも走行距離が 20,000㎞ 

  までとなります。 

※保証の詳細はＴＲＤパーツカタログサイト<http://www.trdparts.jp/>「保証について」をご覧ください。 

 

□ 不具合が発生した場合は、お買い上げいただいた販売店へ至急ご連絡をお願いいたします。 

 

マッドフラップ取扱書マッドフラップ取扱書マッドフラップ取扱書マッドフラップ取扱書    

    
    


